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教 授 就 任10周 年 を 迎 え て
京都大学教授 稲 田 務
昭和3年に,私 は京大医学部を卒業 して内科 に入局 した.それが後に泌尿器科に転向した
理由を考えてみると次のような事が挙げられる.第一に,数 年間内科を勉強している内に,
何だか物足らぬような気 が し て来た.本 当はそんな事がある筈はないのであるが,内 科に
ては診断を付けるのに推理はするけれ ども,果 して適中しているかどうかが判然 としない場
合が多いように思われ,又,治 療を加えるけれども,そ の治療によつて癒つたのか或は単に
自然治癒を補助したのであるかと云 う事に自信が持てないような気になつた.も つと確実な
診断が付けた く,又,積 極的に自分で癒 したと云うような治療が行いたいように思つた.第
二に,自分の関心が腎臓に多 く,研究テーマも腎臓に関するものであつた.第 三に,指 導の
松尾教授の御抱負として,専門分科が従来のように横になつているよりも,む しろ縦にある
べきであるとの事,例 えば内科,外 科 と云 う分け方 よりも,腎臓病学 として,い やしくも腎
臓の疾患である限りは,内 科的疾患でも外科的疾患でも一人の医師が取扱 うのがよいとのお
考えであり,私に,泌 尿器科へ行つて外科的腎疾患を勉強 して,こ のような意味での腎臓の
専門家になつたらどうかと云われ,私 もそれに共鳴したことである.そ の当時には,泌 尿器
科の手技を覚えたならば,内 科へ帰つて膀胱鏡検査,そ の他を実施すると云 うような考えで
あつた.そ れで昭和9年 井上五郎助教授の下にて泌尿器科の見学を始めた.然 し見学と云う
のでは,字義通 り全 くの見学で,実 際的に手を下だす事が許 されないので,松 尾教授にも御
相談して,転科,入 局して本気で勉強する事になつた.そ うなると新入局生と全 く同様に宿
直等も勿論行つた.井上先生にはきび しく鍛えられた.こ れではとても堪 らぬから止めよう
かと思う事 も度々あつた.然 し勉強している内に泌尿器科の面白さが湧いて来た.先 ず診断
が甚だ正確,明 瞭であるのと,更に治療法が極めて現実的であるのが気に入つた.処置と云
い,手術 と云い,効果てきめんであつて,いかにも自分で癒 したと云う気がする.これが魅














だおさまつてお らず,諸 事困難 な点が多かつたが,従 来からの在局者に加えて新入局者 も段
々にふえて,教室 らしい活動が出来 るようになつた.













昭和35年7月を以て,私 の教授就任後10年を経過するので,教 室関係者,そ の他によつて,
その記念事業が行われた.そ の一つ として記念学会が行われ,本 誌本号はその特集号であつ
て,そ の時の特別講演は本号に掲載せられている通 りである.
自分の事を多 く書き過ぎたようで恐縮であるが,今 日まで,と に角大過な く,教室 らしい
働 きを続けて来ることの出来たのは,何 と云つても教室員の努力の賜物である.教室員の名
簿とその業績は,記 念事業の業績論文 目録中にまとめられている.人数は必ず しも多いとは
云えぬが,和 を以て強 く結ばれており,業績の数は必ずしも驚 く程ではないが,世 に問うべ
ぎ価のあるものも少 くない事を,ひ そかに自負 しているのである.そ の他に,教 室員の共同
執筆に成 る書 「泌尿器科診断 と治療」があり,これは教室に於ける興味ある症例をまとめた
ものである.
10年を顧みると,長いようでもあり,短いようでもある.努 力をしたようでもあり,不充
分であつたようでもある.おそらく,努力が足 りなかつた と云 うのが本当であろう.今 まで
の業績は,一 応のものであつても,まだまだ広 く,更に深 く掘 り下げてゆかねばならぬもの
と思う.この10年を一区切 りとし,新 しい勇猛心を振 るい起 こして再 出発せねばならぬ.
広 く医界並びに泌尿器科領域を眺めると,多 くの問題がある.医学生の適当な定数,新制
大学院制度,イ ンターン及び国家試験制度,研 究者及び医師の待遇改善,研 究費の増額,更
に医療制度の混乱,健 康保険 と大学病院診療との関係,専 門医制度等 は,いずれも検討を要
する重大な問題である.泌尿器科に於ては,専 門科 目としての完全な独立が最 も緊要事であ
る.これは大学,綜 合病院,更 に個人開業を問わずに必要な事である.
摘筆に当り,私及び当教室に寄せられた諸家の御厚意に対 して更めて感謝の意を表す次第
である,
